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斷枝片 葉 C 其 十四) 

和對譯辭書』-ーハ先ブ略ボ正シク PIS 日ヲ李ノ實^^日-す66ヲ李樹卜譯シテ，アッテ梅トハ決シテ書イテナイカ 
ラ面白イ即チー方ハ 賢 コ過ギテ 誤 譯ヲ敢テシー方ハ正直デアッテ過チガナイ、又「ブラム」ヲ梅卜謂フモンダカ 
ラ或ル學者ハ梅、 ノ 歐洲ガ原産地デソレカラ 東洋 方面へ擴マリ來ッタト書イテ 識者 ノ嗤ヲ買ッタコトモアッタ「ブ 
ラム」ヲ梅ダト思ヒ込ンデ居グト時々トンダ間違ガ 生ズ， 、上ノ樣ナ譯ダカラ是レ 迄 永ク濡衣ヲ被セラレテ居ッ 
夕「ブラム」ノ名ハー刻モ早ク原トノ西洋ノ李へ還シテ置イテ梅ノ英語トシテハ天下晴レテノ Japanese Apricot 
ヲ用ウベキデアルソレトモ梅ノ學名ハ Prunus Mume デアルカラ彼ノ！18^^.^.(切腹)«^811深(人力車)8110的1111 
(將軍 ) Samurai (士) Kimono (着物)ナドノ例-一倣ヒテイッソ簡單二 Mume トスルカナ、梅ノ花 Mume wlossoms 
餘リ見苦シイ字面ヂャナイネ、序-一日フガ樓ノ如キモ日本ノ機ヲ單- lQtr erry ノ字デ用ウルノハ惡ルイ日本ノ 
樓ハ旣 -1 西洋人ガ書ク樣-一宜シク Flowering Cherry トスべキデアル、ソクシナイト日本ノ楼トハナランヨ、此 
際一般 ノ英和辭書モ和英辭書モ早速此等ノ點ヲ訂正シテ 學生へ誤謬 ヲ敎へ 込ム コトヲ避クル樣ニシタイモン ダ 

衣へ本誌 第一卷第三 號ノ 「 hjlum ハ梅-1非ズ J 幷3 
才一同 第 四號ノ 「Hum - I 就 テ」ノ IE 文參照 アレ ) 

〇斷枝片葉 S 十四) 

牧野富太郞 

❿おほ あさトナツ于居ツタ大麻ノ假名 或ル新聞ノ降雹 被害 ノ記事一一大麻ガ大分害サレタ事ガ書イテアッテ 
大麻ノ假名ガおほあさトナッテ居夕大麻二早-一あ3デヨイモノダ、ガ是レガおほあさトナッテ居ル譯、ノ近來假名 
付キノ活字ガアッテ之ヲ使用スルーー起因シタモノダ然シあ3 - 一 おほあ3卜云フ名、ノ無イカラ之ヲおほあ S トス 
ルト誤トナル此樣二假名付キノ活字ヲ用ウルガ爲メニ眞僞ヲ識別スルカノ無イ人々一一此おほあさノ樣一一誤ラレ 
タグ物名ナドガ覺 H 込マレルユヱ-一新聞ヲ讀ム人々ハ其邊一一注意ヲセヌト時々トンダ誤ヲ受ケ入レルコト-ーナ 
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號一第卷三第誌雜究硏物植 


ル例へ、パ龜裂ノ假名ハ何時デモきれつトナッテ居ル、ガソレハきんれつデナケレパナラナイコトナド即チ是レデ 
アル •蕎麥卜大根卸シ 邦俗今日薷麥二大根卸ヲ添テ.食フ事ガ常デアグガ是レハ『本草綱目』萊菔(だ 
s 乙ん)ノ條〔發明〕一一 r 〔頌ガ日ク〕萊菔ハ功蕪菁二同ジ然ド乇力猛ナルコト更11其右二出ダ …… 尤モ能ク麫毒 
ヲ制ス昔、婆羅門僧ノ東ヨリ來ルアリ麥麫ヲ食フ者ヲ見テ驚テ云ク此レ大熱ノモノナル-一何ヲ以テ之ヲ食フヤ 
卜此二食中-一蘆菔アルヲ見テ乃チ云ク此レアル-一賴テ以テ其性ヲ解スト此ヨ PN 相傳へテ麫ヲ食フーー必ズ蘆菔ヲ 
啖フ〔炳ガ日ク〕檮キ爛シ麫ヲ制シ餺託卜作シテ之ヲ食フ最モ佳ナリ飽食スルモ亦熱ヲ發セズ云云」又李時珍ガ 
引ケル文中-ーモ「醫經二言フ蘿蔔ハ麫毒ヲ制スト 」^ j ノ文ガアグノデ或ハ此等1一基キ前記今日ノ習俗ガ生ジタ 
ノデハナイカト思フ •= 色すみれノ名 本誌第二卷第一號 11 於テ三色すみれノ名ハ明治七年-一出版卜 
ナッタ「植學略解」デ伊藤謙氏ガ始メテ付ケタ樣1一書イテ置イタガ頃日、物識タノ植木屋デアッタ柏木吉三郞ガ 
寫生シテ編シタ『倭種洋名鑑』11卜題セル本ヲ閱シテ其レガ誤リデアッタコトガ分ッタ、即チ三色すみれノ名 
、ノ蓋シ德川末葉時代ノ明治維新へ差迫ッタ時分_!出來タモノデ他ノ陽蝶花、翔蝶花、遊蝶花ノ別名卜共一一其書 
一一载ッテ居ル、圖傍1一記シアル記事一一「イギリスヨリ來ル洋名パ X ゼ」トアル又「元治元年子二月初ヨリ諸家植 
ル實生一ーテ變化ス草高サ八九寸 I 一而尺一一餘ス秋冬ヨ y 花出早春盛リ也」卜記シテアッテ當時ノ栽培ノ狀ガ能ク 
窺ヒ知ラル、 • いち早くお 輿 AUL た姬女菀 今日 a めじょをん卜稱ヘルきく科ノ外來草即チ 北米 原 
產ノ Erigeron animus L . ハ何時頃我邦へ入ッタモノカ是レモ亦明治維新 1 1押シ迫ッタ德川時代ノ末期二早ク乇 
來タモノデ當時前 r 記シタ柏木吉三郎ガ之ヲ柳葉姬菊卜名ブケ同ジク『倭種洋名鑑』へ晝イタモノデアル 
•いたどりノ巨幹 大正十二年二月十八日橫濱植物會ノー行ガ相州眞鶴へ採集旅行ヲナシタ時同地ノ岬ノ森 
林地デいたど6即チ虎杖^ 017 的吕口日^6$目^^-客>内日0.=.^§,§:3^§ 81 £ 6 .穹 2 €10。.§ロギ1€0.^.^&0^§: 
De Vkiese; p. ^ gccaxs §: SMALL.) ノ巨幹- 1 逢着シク之ヲ見ル -1 從來未ダ曾テ見タコトノナイ大サ ■ 一成長シテ居 

斷枝片葉 c 其十四〕 
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C 其十四) 


ツタ今試-一之ヲ測ツテ見ル-一根元ヨリニ寸許上デ直徑四十一「ミリメートル」(一寸三分五厘)、一尺二三寸上ノ 
處デ三十八「ミリメ I トル」、三尺許上ノ處デ三十五「ミリメ I トル」アツタ、ソシテ高サハ凡一丈程-一成長シテ 
居ツタ雌本デ澤山ノ實ノ乾ィタノガ枝ノ上-一着ィテ居ツタ時節ガ時節デアルカラ無論幹ハ枯レテ居ツタ、此樣 
11 S たど6.ノ幹ハ木ノ樣,ーナルカラ.石見ノ國デハ之ヲたけすいば(竹酸葉ノ意〕卜稱スル、序1一言フガいたど6 
'ハ雌雄異株ノ多年草デアレ ノ 古へ v たぢび(多遲、多遲比、多治比、太知比、丹比、丹墀)卜云ツタモノデア火ガ 
今日但馬、播磨デ稱へ居 <" たんじ、ノ多分此古名ノ轉化シテ今日一一遺ツテ居ルモノデアラフ又昔11 SS /2 づまノ 
名ガアル今日周防ノ大島デ3いたな卜云ツテ居ルガ是レハ恐ラク此 SS たづまノ語尾ガ變ツテ其古名ノ面影ヲ 
辛フジテ今日二殘シテ居ルモノデハナィカト思フ同島デハ其根ヲ咳嗽ノ藥トシテ使用シ又瘦セテ葉ノ多ク出ダ 
y モノヲ s ぬ Ssy2 な卜稱シテ居ル •はなうど 貪 用 /件 岡山縣備前和氣郡香登村ノ淸水秋太郎君/ 
大正八年二月十四日ノ書信一一「はなうど卜稱スル植物モ當地ニテハ食用卜致居候(但シ近年ノコト)本縣 -1 テモ 
備前ノ北部ヨリ美作國-1テハ古来食用-一供シ居候俗-1葉うど卜申居候」トアツタ •まつな貪用ノ件 
著者ノ判ラヌ或ル寫生畫集ノ圖一一添フタルまつな(鹹蓬)ノ記事11 r 海灣砂際多有之好事者採作蔬或和魚作臛澹 
泊可喜點茶家尤貴重 pi 爲雅品」トアツタ此爻つなハあかざ科ノ Suaeda glauca WUNGE . デアツテは^まつな (S. 
maritimaDUMOKT.) しちめんさう (s. japonicaMAKINO.) 卜同屬ノー年草デアル中國筋ノ內海ノ濱邊砂地-一生ジ高 
サ 1' 一三尺11成長シ枝ヲ分チ多數ノ綠葉ヲ着ヶ細花ヲ生ズル、此嫩葉ヲ食用-ースル私モ先年備後ノ三原デ味ツ 
テ見タガ澹味ナモノデアル生葉一一、ノ鹹味ガアル 〇すべ9びゆ貪品トナル 理學士恩田經介君ノ談二信 
州松代邊デハ夏、すべ 6 びゆ(漢名ハ馬齒寬、學名ハ Portulaca oleracea L0 ヲ採リ其根ヲ.除キ莖葉ヲ堞デヽ乾シ 
置キ不時ノ用11供へル即チ正月頃ナドニ之ヲ復ビ煤デ、胡麻アへナド-ーシテ食スルトノ事デアツタ本草綱目馬 
齒莧ノ條下-一「人多ク苗ヲ釆リ煮テ晒シ蔬卜爲ス J g 卜記シテアルヲ見ルト支那デモ同樣食用トスルト見エル 

















